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新
春
か
ら
棋
界
に
朗
報
が

届
い
た
。
将
棋
界
初
の
「
永

世
７
冠
」
を
達
成
し
た
羽
生

善
治
氏（
47
）と
、
囲
碁
で
初

め
て
７
冠
独
占
を
２
度
果
た

し
た
井
山
裕
太
氏（
28
）に
国

民
栄
誉
賞
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

将
棋
、
囲
碁
界
で
初
め
て
の

快
挙
で
、
授
与
式
は
２
月
13

日
に
官
邸
で
行
わ
れ
る
▼
い

ず
れ
も
盤
を
挟
ん
で
一
対
一

で
相
対
し
、雌
雄
を
決
す
る
。

盤
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
変

化
は
、
将
棋
が
10
の
２
２
０

乗
に
対
し
、
囲
碁
は
10
の
３

６
０
乗
。
小
宇
宙
の
中
で
の

読
み
合
い
を
制
し
た
者
に
だ

け
勝
利
の
女
神
が
ほ
ほ
笑

む
。
ち
な
み
に
チ
ェ
ス
は
10

の
１
２
０
乗
で
あ
る
▼
将
棋

は
イ
ン
ド
の
「
チ
ャ
ト
ラ
ン

ガ
」
、
囲
碁
は
中
国
が
起
源

ら
し
い
が
、
さ
す
が
こ
の
両

国
、
外
交
上
の
読
み
合
い
に

も
抜
け
目
が
な
い
▼
イ
ン
ド

は
１
月
18
日
、
核
弾
頭
を
搭

載
可
能
な
大
陸
間
弾
道
ミ
サ

イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
「
ア
グ

ニ
５
」
の
発
射
実
験
に
成
功

し
た
。
射
程
距
離
は
約
５
０

０
０
㌔
で
、
中
国
全
域
が
射

程
内
に
入
る
▼
両
国
は
昨
年

６
月
に
中
国
が
ブ
ー
タ
ン
と

の
国
境
付
近
で
道
路
建
設
を

始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

緊
張
が
高
ま
っ
た
。
８
月
に

両
軍
が
撤
退
し
た
こ
と
で
一

触
即
発
の
事
態
は
一
旦
収
ま

っ
た
も
の
の
、
昨
年
末
に
イ

ン
ド
北
東
部
で
中
国
に
よ
る

道
路
建
設
が
確
認
さ
れ
、
イ

ン
ド
が
牽
制
し
た
か
た
ち

だ
。
国
境
を
め
ぐ
る
陣
取
り

合
戦
。
こ
の〝
頭
脳
ゲ
ー
ム
〞

に
勝
ち
負
け
は
い
ら
な
い
。

　

包
装
機
械
の
国
際
標
準
化

の
動
き
が
加
速
す
る
―
―
。

イ
タ
リ
ア
は
昨
年
、
包
装
機

械
に
関
す
る
欧
州
規
格
の
Ｅ

Ｎ
４
１
５
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際

標
準
化
機
構
）
に
提
案
、
こ

れ
に
伴
い
国
際
委
員
会
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
３
１
３
）
が
発

足
し
た
。
12
月
に
日
本
工
業

標
準
調
査
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）

が
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、

今
後
、原
案
が
あ
っ
た
場
合
、

２
年
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
制
定

さ
れ
る
と
い
う
。

　

わ
が
国
包
装
機
械
メ
ー
カ

ー
が
海
外
展
開
を
推
進
す
る

う
え
で
、
少
な
か
ら
ず
影
響

を
受
け
る
の
は
必
至
で
、
日

本
包
装
機
械
工
業
会
（
大
森

利
夫
会
長
）は
、急
き
ょ「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
国
内
審
議
委
員
会
」
を

設
置
。
昨
年
12
月
25
日
、
東

京
・
中
央
区
の
包
装
機
械
会

館
で
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
た
。

　

現
在
、
日
本
に
は
包
装
機

械
の
国
内
規
格
は
な
く
、
数

年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工

業
規
格
）
化
へ
の
取
り
組
み

が
議
題
に
上
っ
て
い
た
。
今

回
、
イ
タ
リ
ア
が
Ｅ
Ｎ
４
１

５
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
化
を
提
案

し
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
加
盟

国
の
日
本
を
は
じ
め
、
主
要

国
は
国
内
規
格
の
整
備
に
着

手
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　

例
え
ば
日
本
は
、
欧
州
等

か
ら
の
規
格
提
案
に
対
し
て

国
内
で
検
討
し
、
国
際
会
議

に
参
加
す
る
た
め
の
技
術

的
、
国
際
的
に
精
通
し
た
人

材
を
継
続
的
に
組
織
化
（
育

成
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、

そ
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
す

る
の
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
内
審
議

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　

日
本
は
、
規
格
案
に
対
し

て
意
見
を
出
す
準
メ
ン
バ
ー

的
な
参
加
国（
Ｏ
メ
ン
バ
ー
）

の
位
置
づ
け
で
、
当
然
会
議

を
リ
ー
ド
す
る
立
場
で
は
な

い
た
め
ル
ー
ル
作
り
へ
の
影

響
は
限
定
的
と
な
っ
て
い

る
。
欧
州
と
米
国
は
会
議
に

参
加
し
て
議
論
す
る
（
Ｐ
メ

ン
バ
ー
）
で
、
中
国
は
棄
権

し
た
。

　

初
会
合
と
な
っ
た
第
１
回

Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
内
審
議
委
員
会
で

は
、
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
際
規
格
開

発
」
や
「
国
際
会
議
対
応
へ

の
ポ
イ
ン
ト
」
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｉ

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
概
要
」、「
他

業
界
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
対
応
事
例
紹

介
」
│
│
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　

福
田
隆
文
委
員
長
（
長
岡

技
術
科
学
大
学
シ
ス
テ
ム
安

全
専
攻
教
授
）
は
、
「
規
格

は
自
分
達
（
企
業
・
業
界
）

が
主
体
的
に
作
る
べ
き
も

の
。
後
手
後
手
の
対
応
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け

労
力
や
コ
ス
ト
の
負
担
が
大

き
く
な
る
こ
と
を
自
覚
す
べ

き
」
と
指
摘
。
ゼ
ネ
ラ
ル
パ

ッ
カ
ー
の
梅
森
輝
信
取
締
役

会
長
は
、
「
当
会
の
会
員
企

業
は
中
小
企
業
が
多
く
個
別

対
応
が
難
し
い
。
今
回
、
出

席
し
た
大
手
中
心
に
対
応
す

る
し
か
な
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　

委
員
会
で
は
今
後
考
え
ら

れ
る
包
装
機
械
へ
の
影
響
と

し
て
、
過
剰
な
安
全
対
策
や

制
御
機
器
の
指
定
変
更
、
測

定
環
境
の
整
備
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

　

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
が
１
月

16
日
時
点
で
Ｐ
メ
ン
バ
ー
か

ら
Ｏ
メ
ン
バ
ー
へ
変
更
と
な

っ
た
。

■
委
員
会
メ
ン
バ
ー

　

▼
委
員
長
＝
福
田
隆
文

（
長
岡
技
術
科
学
大
学
シ
ス

テ
ム
安
全
専
攻
教
授
）

　

▼
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＝
田
中

利
穂
（
経
済
産
業
省
産
業
技

術
環
境
局
国
際
標
準
課
課
長

補
佐
）▼
同
＝
岩
井
田
剛（
経

済
産
業
省
製
造
産
業
局
産
業

機
械
課
係
長
）
▼
同
＝
渡
辺

陽
子
（
日
本
規
格
協
会
国
際

標
準
化
活
動
推
進
課
長
）
▼

同
＝
酒
井
和
家
（
日
本
包
装

技
術
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
）
包
装

技
術
研
究
所
所
長
）
▼
同
＝

宮
崎
浩
一
（
日
本
機
械
工
業

連
合
会
標
準
化
推
進
部
長
）

▼
同
＝
高
村
直
樹
（
日
本
産

業
機
械
工
業
会
産
業
機
械
第

２
部
部
長
代
理
）
▼
同
＝
広

瀬
和
彦
（
日
本
食
品
包
装
協

会
事
務
局
長
）

　

▼
委
員
（
会
員
企
業
）
＝

梅
森
輝
信 

（
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ッ

カ
ー
取
締
役
会
長
）
▼
同
＝

伊
早
坂
嗣
（
川
島
製
作
所
代

表
取
締
役
社
長
）
▼
同
＝
小

野
寺
浩
之
（
川
島
製
作
所
生

産
統
括
第
３
グ
ル
ー
プ
取
締

役
グ
ル
ー
プ
長
）
▼
同
＝
竹

下
浩
章
（
靜
甲
三
島
工
場
技

術
部
部
長
）
▼
同
＝
中
田
竜

弘
（
澁
谷
工
業
プ
ラ
ン
ト
技

術
本
部
品
質
保
証
部
部
長
）

▼
同
＝
齋
藤
勲
（
フ
ジ
キ
カ

イ
技
術
本
部
第
２
設
計
部
次

長
）
▼
同
＝
中
村
太
（
東
京

自
働
機
械
製
作
所
設
計
開
発

部
設
計
課
課
長
）
▼
同
＝
江

口
孝
男
（
大
森
機
械
工
業
技

術
生
産
本
部
品
質
管
理
部
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
▼
同
＝
黒
田
宗

之
（
大
森
機
械
工
業
技
術
生

産
本
部
長
岡
工
場
長
岡
技
術

員
室
チ
ー
フ
）
▼
同
＝
西
山

敏
和
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
自
動
機
械
事

業
本
部
第
５
技
術
部
第
３
Ｇ

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
▼
同

＝
大
島
雅
志
（
ゼ
ネ
ラ
ル
パ

ッ
カ
ー
開
発
部
企
画
開
発
課

課
長
）
▼
同
＝
市
川
誠
（
イ

シ
ダ
開
発
技
術
部
門
開
発
部

開
発
２
課
課
長
）
▼
同
＝
渡

邊
徹
（
日
本
包
装
機
械
技
術

本
部
Ｓ
Ｅ
）
▼
同
＝
露
木
宣

雄
（
東
陽
機
械
製
作
所
営
業

部
営
業
技
術
課
課
長
）
▼
同

＝
星
野
哲
也
（
ス
ト
ラ
パ
ッ

ッ
ク
製
造
本
部
設
計
部
副
部

長
）

　

全
国
段
ボ
ー
ル
工
業
組
合

連
合
会
（
以
下
、
全
段
連
・

大
坪
清
理
事
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
１
８
年
（
平
成
30

年
）
の
段
ボ
ー
ル
需
要
予
測

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
（
暦
年
）

の
段
ボ
ー
ル
需
要
は
１
４
４

億
平
方
㍍
で
前
年
比
１
０
１

・
２
％
の
微
増
と
予
想
し
て

い
る
。

　

２
０
１
７
年
の
段
ボ
ー
ル

需
要
は
堅
調
に
推
移
し
、
１

―
10
月
累
計
で
前
年
比
１
０

１
・
９
％
。
１
―
12
月
累
計

で
は
、
２
０
１
６
年
12
月
に

全
段
連
が
公
表
し
た
予
測
前

年
比
１
０
１
・
０
％
を
上
回

る
１
０
１
・
８
％
の
１
４
２

億
２
９
０
０
万
平
方
㍍
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
７
年
の
国
内
経
済

は
、
７
―
９
月
速
報
値
で
前

期
比
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
成
長
率
が
年
率
１
・

４
％
増
と
な
り
、
７
四
半
期

連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
を
確
保

し
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を

維
持
し
て
い
る
。
民
間
調
査

機
関
に
よ
る
直
近
の
予
測
で

は
、
２
０
１
７
年
度
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
予
測
伸
長
率
は
プ
ラ
ス

１
・
５
％
程
度
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
の
国
内
経

済
は
、
世
界
経
済
の
不
透
明

感
は
強
い
も
の
の
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
需
要

な
ど
、
緩
や
か
な
回
復
基
調

が
依
然
続
く
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
民
間
調
査
機
関
に
よ

る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測

は
お
お
む
ね
１
・
２
％
程
度

の
プ
ラ
ス
に
な
る
見
通
し

だ
。

　

こ
の
よ
う
な

段
ボ
ー
ル
需
要

動
向
、
経
済
見

通
し
を
考
慮
し

て
全
段
連
で

は
、
２
０
１
８

年
（
暦
年
）
の

段
ボ
ー
ル
需
要

を
１
４
４
億
平

方
㍍
（
前
年
比

１
０
１
・
２
％
）

と
推
定
。
期
間

別
内
訳
は
、
１

―
３
月
１
０
１

　

日
本
食
品
包
装
協
会
（
石

谷
孝
佑
理
事
長
）
は
、
２
月

16
日
に
東
京
・
中
央
区
の
包

装
機
械
会
館
で
行
う
「
食
品

包
装
検
定
試
験
（
初
級
コ
ー

ス
）
」
の
受
験
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　

同
検
定
は
、
昨
年
、
食
品

包
装
に
特
化
し
た
教
育
検
定

シ
ス
テ
ム
と
し
て
創
設
。
社

会
生
活
に
必
要
な
食
品
包
装

や
包
装
食
品
に
つ
い
て
の
知

識
を
広
く
普
及
さ
せ
る
と
と

も
に
、
食
品
包
装
の
専
門
家

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、

①
食
品
包
装
の
変
遷
②
食
品

包
装
に
使
わ
れ
る
包
材
③
食

品
を
守
る
た
め
の
包
装
④
進

化
す
る
食
品
の
機
能
包
装
⑤

食
品
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

現
状
と
法
規
制
│
│
の
範
囲

か
ら
出
題
さ
れ
る
。
ま
た
、

農
林
水
産
省
「
食
品
ロ
ス
の

削
減
」
関
係
（http://www

.maff.go.jp/j/shokusan/re
cycle/syoku_loss/161227
_9.html

）と「
賞
味
期
限
」関

ン
（
川
野
俊
充
社
長
）
、
エ

ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
（
石
山
洸

社
長
）
の
３
社
は
、
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
制
御
が
可
能
な
多
指
ハ

ン
ド
を
装
着
し
た
双
腕
型
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
共
同
開

発
。
不
定
形
物
を
扱
う
複
数

の
作
業
を
、
同
一
の
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
で
実
現
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。名
称
は
、「
マ

ル
チ
モ
ー
ダ
ル
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ

ト
」
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ（
深
層
学
習
）と
Ｖ
Ｒ（
バ

ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
人

が
人
に
教
え
る
の
と
同
じ
よ

う
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
作
業
内
容

を
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
従
来
不
可

欠
だ
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る

膨
大
な
量
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
不
要
と
し
た
。

　

全
天
球
カ
メ
ラ
を
利
用
し

た
視
覚
と
触
覚
に
訴
え
る
Ｖ

Ｒ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
双
腕
型
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
の
軌
道
を
直
感
的
に

教
示
。
記
録
さ
れ
た
軌
道
と

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
や
ハ
ン
ド

か
ら
得
た
セ
ン
サ
ー
情
報
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
学
習
さ
せ
る
こ

と
で
、
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
こ
と
な
く
、
人
の
作

業
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
開
発
で
は
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
で
あ
る
イ
ク
シ
ー

が
多
指
ハ
ン
ド
を

提
供
。
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
で
知
ら

れ
る
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
の
尾

形
哲
也
教
授
か
ら

は
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
お
り
、
産

学
連
携
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
側
面

も
持
つ
。

　

日
本
包
装
機
械
工
業
会

（
大
森
利
夫
会
長
）は
昨
年
12

月
７
日
、
東
京
・
中
央
区
の

包
装
機
械
会
館
で
、
平
成
29

年
度「
包
装
・
荷
造
機
械
の
衛

生
基
準
」
第
３
回
改
正
委
員

会
を
開
催
し
た
。
今
回
が
最

後
の
委
員
会
で
、
今
後
、
委

員
か
ら
指
摘
を
受
け
た
事
項

を
修
正
し
、
全
体
の
校
正
を

行
う
。

　

最
初
に
、
第
２
回
委
員
会

の
討
議
結
果
と
宿
題
の
確
認

に
入
り
、
討
議
結
果
の
確
認

で
は
異
議
は
な
か
っ
た
。
宿

題
（
箇
条
書
き
の
区
切
り
符

号
）
に
つ
い
て
は
、
箇
条
書

き
の
場
合
の
区
切
り
符
号
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ 

Ｂ
９
６
５
０
―
２
（
食

品
加
工
機
械
―
衛
生
設
計
基

準
）
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｂ
９

７
０
０
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）を
調
査
。
そ
の
結
果
、

文
が
長
く
て
も
、
終
わ
り
が

〝
名
詞
〞
の
場
合
は
、
〝
句

点
〞
が
な
く
、
終
わ
り
が
名

詞
以
外
は
〝
句
点
〞
が
つ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

提
出
意
見（
Ｐ
67
〜
最
後
）

に
つ
い
て
の
討
議
で
は
、
引

用
・
参
照
資
料
に
関
し
て
、

本
の
場
合
は
題
名
・
著
者
名

・
発
行
年
な
ど
、新
聞
の
場
合

は
新
聞
名
と
掲
載
日
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
場
合

は
参
照
元
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
は
っ
き

り
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

表
Ｂ
１
、
下
か
ら
２
つ
目

の
誤
植
「
き
れ
い
な
な
仕
上

げ
」を「
き
れ
い
な
仕
上
げ
」

に
修
正
す
る
。
こ
の
他
、
間

違
っ
て
い
る
箇
所
等
、
指
摘

事
項
を
確
認
し
た
。

　

提
出
意
見
（
Ｐ
１
〜
64
）

に
つ
い
て
は
、
用
語
お
よ
び

定
義
（
Ｐ
11
〜
20
）
の
表
見

出
し
を
、
「
各
ペ
ー
ジ
ご
と

に
つ
け
た
方
が
よ
い
の
で

は
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

ペ
ー
ジ
を
ま
た
い
で〝
定
義
〞

が
あ
る
の
で
、
原
案
の
ま
ま

と
し
た
。〝
注
〞
と
〝
注
記
〞

が
混
在
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ
８
３
０

１
（
規
格
票
の
様
式
）
の
定

義
に
従
っ
て
、
事
務
局
で

〝
注
〞
と
〝
注
記
〞
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

　

用
語
の
〝
Ｕ
Ｈ
Ｔ
滅
菌
〞

を
〝
Ｕ
Ｈ
Ｔ
殺
菌
〞
に
変
更
。 

〝
取
り
付
け
〞〝
取
付
け
〞 〝
取

付
〞
な
ど
の
送
り
仮
名
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ
８
３
０
１ 

Ｐ
３

７
１
に
準
拠
す
る
。
引
用
符

号
〝
〞
と
、
か
ぎ
括
弧
「
」

の
使
い
分
け
は
、
法
律
の
文

面
の
「
」
は
そ
の
ま
ま
で
、

そ
れ
以
外
は
〝
〞
に
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

　

委
員
会
の
最
後
に
「
表
の

数
値
で
、
桁
区
切
り
が
あ
る

の
と
無
い
の
が
あ
る
」
と
の

指
摘
が
あ
り
、
事
務
局
で
調

査
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ
８
３

０
１
の
付
属
書
Ｉ
に
は
、
小

数
点
か
ら
数
え
て
左
右
に
３

桁
ず
つ
の
群
に
分
け
、
群
の

間
は
、
間
隔
を
空
け
る
よ
う

に
し
、
コ
ン
マ
な
ど
で
区
切

っ
て
は
な
ら
な
い
と
記
載
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
倣
い
、

「
１
２
３
」「
４
５
６
」「
７

８
９
」
の
よ
う
に
３
桁
ず
つ

の
群
に
分
け
る
こ
と
に
し

た
。

　

今
後
は
、
事
務
局
で
今
回

の
指
摘
事
項
を
修
正
す
る
と

と
も
に
全
体
を
校
正
し
、
索

引
を
作
成
。委
員
に
配
信
し
、

確
認
を
得
る
。
技
術
委
員
会

の
梅
森
担
当
副
会
長
と
伊
早

坂
委
員
長
に
承
認
を
得
た
の

ち
、
印
刷
し
、
会
員
に
発
送

す
る
予
定
。

■
委
員
会
メ
ン
バ
ー

　

▼
委
員
長
＝
橋
本
光
冬

（
包
装
学
校
「
包
装
機
械
と

衛
生
」
講
師
・
元
森
永
製
菓

品
質
保
証
部
主
席
研
究
員
）

　

▼
委
員
＝
江
口
孝
男
（
大

森
機
械
工
業
品
質
管
理
部
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
▼
同
＝
大
島
雅

志
（
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ッ
カ
ー
開

発
部
企
画
開
発
課
課
長
）
▼

同
＝
岡
崎
光
浩
（
川
島
製
作

所
執
行
役
員
生
産
統
括
第
１

グ
ル
ー
プ
長
）
▼
同
＝
奥
村

秀
樹
（
イ
シ
ダ
技
術
部
技
術

統
括
室
室
長
）
▼
同
＝
黒
崎

宣
克
（
マ
ス
ダ
ッ
ク
機
械
事

業
部
生
産
本
部
第
２
生
産
部

課
長
）▼
同
＝
下
妻
和
之（
古

川
製
作
所
電
気
技
術
課
／
技

術
部
副
長
）
▼
同
＝
露
木
宜

係（http://www.caa.go.jp/
foods/index6.html

）
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ー
タ
も
必
ず

見
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

　

出
題
形
式
は
５
者
択
一
の

30
問
で
、時
間
は
60
分
。70
％

の
正
解
率
で
合
格
と
な
る
。

　

合
格
者
に
は
、
特
典
と
し

て
〝
合
格
証
書
〞
を
授
与
す

る
ほ
か
、
成
績
優
秀
者
上
位

３
人
に
は
副
賞
も
与
え
ら
れ

る
。
食
包
協
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
や
月
例
研
究
会
の
参
加
費

が
、
合
格
通
知
発
行
日
か
ら

１
年
間
無
料
と
な
る
。
参
加

者
全
員
に
も
記
念
品
が
贈
ら

れ
る
。

　

受
験
料
は
１
人
５
０
０
０

円
で
、
定
員
は
40
人
。
締
め

切
り
日
は
２
月
８
日
（
木
）
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
日
本
食
品
包
装
協
会
・

事
務
局
（
東
京
都
中
央
区
、

電
話
０
３
・
３
６
６
９
・
０

５
２
６
）
ま
で
。

人
事
・
機
構
改
革

　

イ
ー
デ
ー
エ
ム
（
東
京
都

板
橋
区
、
電
話
０
３
・
３
９

６
４
・
４
０
０
５
）
は
こ
の

ほ
ど
、仙
台
出
張
所
を
開
設
、

11
月
１
日
よ
り
営
業
を
開
始

し
た
。
住
所
お
よ
び
連
絡
先

は
次
の
通
り
。

　

▼
住
所
＝
仙
台
市
若
林
区

伊
在
３
―
10
―
５

　

▼
電
話
＝
０
２
２
・
７
６

５
・
６
２
８
５
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝

０
２
２
・
７
６
５
・
６
２
８
６

　　

富
士
イ
ン
パ
ル
ス
（
大
阪

府
豊
中
市
、
電
話
０
６
・
６

３
３
５
・
１
６
６
３
）
は
こ

の
ほ
ど
、
山
田
和
邦
社
長
が

辞
任
し
、
会
長
に
就
任
。
新

社
長
に
は
山
田
哲
郎
氏
が
就

任
し
た
。

　

▼
代
表
取
締
役
社
長
＝
山

田
哲
郎
▼
会
長
＝
山
田
和
邦

【
訂
正
】
本
紙
２
０
１
７
年

12
月
号
１
面
の
東
京
工
科
大

で
業
界
説
明
会
の
記
事
中
、

「
わ
が
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
約
５
０
０
兆
円
の
約

１
割
が
包
装
産
業
の
市
場
規

模
で
〜
」と
あ
る
の
は
、「
約

１
％
が
〜
」
の
誤
り
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
２
％
、
４
―
９
月
１
０
１

・
１
、 

10
―
12
月
１
０
１
・

５
％
と
予
測
し
た
。

■
需
要
部
門
別
の
動
向

　

「
加
工
食
品
用
」
（
構
成

比
41
％
）
は
、
世
帯
構
成
の

高
齢
化
、
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
伴
う
中
食
需
要
の
拡

大
。
訪
日
外
国
人
に
よ
る
需

要
増
な
ど
が
引
き
続
き
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
１
％
強
の

伸
び
と
予
測
。

　

「
そ
の
他
」
（
構
成
比
17

％
）
は
、
文
具
・
事
務
用
品

等
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
逆

風
と
な
る
が
、
紙
お
む
つ
、 

高
齢
者
向
け
衛
生
用
品
、
ペ

ッ
ト
関
連
商
品
等
が
引
き
続

き
好
調
。
こ
の
結
果
、
１
％

程
度
前
年
を
上
回
る
と
予
想

し
て
い
る
。

　

「
青
果
物
用
」
（
構
成
比

11
％
）
は
、
就
業
人
口
の
減

少
、
高
齢
化
に
よ
る
作
付
面

積
の
減
少
な
ど
、
構
造
的
な

マ
イ
ナ
ス
要
因
が
あ
る
。
し

か
し
、
規
制
緩
和
に
よ
る
植

物
工
場
の
増
加
や
通
販
な
ど

の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
拡
大
等
の

プ
ラ
ス
要
因
も
あ
り
、
前
年

並
み
で
推
移
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

「
電
気
器
具
・
機
械
器
具

用
」
（
構
成
比
８
％
）
は
、

高
性
能
・
高
付
加
価
値
製
品

の
需
要
増
に
よ
る
国
内
生
産

品
の
増
加
な
ど
で
、
約
１
％

前
年
を
上
回
る
見
込
み
。

　

「
通
販
・
宅
配
・
引
っ
越

し
用
」（
構
成
比
５
％
）は
、

引
き
続
き
ネ
ッ
ト
販
売
を
中

心
に
好
調
で
、
８
％
以
上
増

え
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
（
愛

知
県
知
多
郡
、
電
話
０
５
６

９
・
４
９
・
５
０
０
０
）
と

ベ
ッ
コ
フ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

雄
（
東
陽
機
械
製
作
所
営
業

技
術
課
課
長
）
▼
同
＝
水
谷
巌
（
フ
ジ
キ
カ
イ
第
１
設
計

部
次
長
）

日包工

Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
内
審
議
委
員
会
を
設
置

包
装
機
械
の
標
準
化
で

伊
が
Ｅ
Ｎ
415
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
提
案

日包工

包
装
・
荷
造
機
械
の
衛
生
基
準

最
終
改
正
委
員
会
で
内
容
固
ま
る

深層学習でリアルタイム制御

双腕型ロボアームを共同開発

デンソーウェーブら３社

全段連

前
年
比
1.2
％
増
の
144
億
平
方
㍍

今
年
の
段
ボ
ー
ル
需
要
予
測

日本食品
包装協会

初
級
コ
ー
ス
の
受
験
者
を
募
集

２
月
に
食
品
包
装
検
定
試
験

第３回をもって委員会は役目を終えた

マルチモーダルＡＩロボット


